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愛し

圧倒的な知識量
多角的な視点 鋭い助言

PROGRAM RESULTS

マーケティングをゼミで学ぶということ
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小野晃典研究会では、マーケティング論のことを、売手の対市場
活動であるマーケティング活動、それに対する買手の消費者行動、
そして、両者の相互作用の結果として生ずる社会現象を研究対象
とする学科領域として捉えています。
具体的には例えば「なぜ消費者はこのブランドを選択したのか」、

「なぜこの広告は効果的に売上に貢献しているのか」、
「なぜこの店はここに立地しているのか」といった諸課題に
解答を与えるような理論を構築し、それを実証することを
目指す研究分野だということです。

15期ゼミ長 合場將貴
小野ゼミは、「少数精鋭」であると

考えます。人数が少ないこと、活動量
が多いことは事実です。一方でその分、
研究・ゼミ運営の両面で、担う責任は
重く、それに比例して得られるものは
大きいと考えています。
ゼミに求めるものは、様々でしょう。

ゼミを中心とする三田生活を送りたい
2年生に、小野ゼミは間違いなく最適
です。研究活動に意欲を燃やす2年生
を、我々は待っています。

TRAINERS

慶應義塾大学商学部教授 小野晃典先生

小野ゼミの魅力

RECRUITING EVENTS 

ANNUAL SCHEDULE

10年連続

親身に
充実した活動

世界中で活躍

2016

「KUBIC」
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